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令和６年度 事業計画書(案)  

事業の概要 

事 業 の 名 称 新川地区地域交通本格運行事業 

運 営 主 体 

名 称 新川地区地域交通運営検討会 

所 在 地 仙台市青葉区         

代 表 者 会長 石垣 喜美雄 

説 明 

新川地区地域交通運営検討会は、地域の 4 町内会が中心となって、

乗合タクシー事業の運営のために設立した団体である。 

4 町内会や関係団体等から選出された委員が定期的に集まり、本格

運行の実施や利用促進企画等について検討を行っている。 

運 行 事 業 者 

名 称 相互タクシー株式会社 

所 在 地 仙台市青葉区折立二丁目 8-5 

代 表 者 代表取締役 髙野 公壯 

事 業 の 概 要 

運行形態 乗合タクシー (区域運行型) 

運行開始 令和５年４月１日 

事業許可 道路運送法 第４条 

使用車両 
小型乗用車(セダン 定員 5 名)  1 台（常用車） 

小型乗用車(セダン 定員 5 名)  3 台（予備車） 

運行区域 【別紙 1】参照 

運行回数 
平日 7回/日、土曜日 2回/日 

※12/29～1/3 及び予約がない場合は運休 

運行時刻 【別紙 2】参照 

利用人数 2,333 人（見込み） 

運賃設定 

■一般運賃（現 金）（おとな・こども共通）： （）内は旧運賃 

 デマンド区域⇔作並温泉・熊ヶ根駅まで   600 円（500 円） 

 デマンド区域⇔アルベロ～愛子駅方面まで  900 円（800 円） 

■70 歳以上・障害者等運賃（現 金）： 

 デマンド区域⇔作並温泉・熊ヶ根駅まで   120 円（100 円） 

 デマンド区域⇔アルベロ～愛子駅方面まで  180 円（160 円） 

■グループ予約割引（2 名以上で予約の場合に適用）※70 歳以上・障

害者等運賃適用者を除く 

 デマンド区域⇔作並温泉～熊ヶ根駅まで   500 円（400 円） 

 デマンド区域⇔アルベロ～愛子駅方面まで  700 円（600 円） 

・回数券：600 円券 11 枚綴り 6,000 円（500 円券 11 枚綴り 5,000 円） 

900 円券 11 枚綴り 9,000 円（800 円券 11 枚綴り 8,000 円） 

・70 歳以上・障害者等回数券： 

120 円券 5枚綴り 600 円（100 円券 5 枚綴り 500 円） 

180 円券 5枚綴り 900 円（160 円券 5 枚綴り 800 円） 

※仙台市民以外は 70 歳以上・障害者等の方においても一般運賃とする。 

収支計画 【別紙 3】参照 
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運行する地域

の 概 要 

仙台市青葉区新川地区全域、作並地区の一部 

約 310 世帯、 人口約 520 人（R6.4 月時点） 

主な利用目的 
・国道 48号沿線の病院及び商店等の利用 

・市内中心部等への買物、所用等(市営バス、JR仙山線に乗り換え)  

こ れ ま で の 

経 緯 等 

・R2 年 2月 

・R2 年 8月 

・R3 年 4月 

・R4 年 4月 

・R4 年 10 月 

・R5 年 4月 

 

新川地区地域交通運営検討会を設立 

試験運行Ⅰを実施（R3.3 末まで） 

試験運行Ⅱを実施（R4.3 末まで） 

試験運行Ⅱ（2回目）を実施（R4.9 末まで） 

実証運行を実施（R5.3 末まで） 

本格運行を開始 

 

地域における 

協 議 ・ 検 討 

の 状 況 

新川地区地域交通運営検討会では、令和 5 年度からの本格運行の収支状況をふ

まえた八ツ森号の持続的な運行に向けた検討を進め、令和 6年 5月 22 日(水)開催

の運営検討会において、収支の安定性の確保に向け、令和 6 年 10 月 1 日から一般

運賃を 100 円値上げ（70 歳以上・障害者等運賃 20 円値上げ）することを決定し

た。 

 

事前確認事項 

R6 年 7月 16 日 

R6 年 7月 18 日 

R6 年 7月 22 日 

R6 年 7月 10 日 

R6 年 7月 19 日 

R6 年 7月 10 日 

 

宮城県タクシー協会 事前協議 支障なし 

国土交通省東北運輸局宮城運輸支局 事前協議 支障なし 

交通管理者（宮城県警察本部交通規制課）事前協議 支障なし 

道路管理者（仙台市青葉区宮城総合支所道路課）事前協議 支障なし 

仙台市交通局 事前協議 支障なし 

宮城交通株式会社 情報提供 

 

 


